





















たO その結果、最終的に小学校 1年生で通常使用しているノートの大きさである 25nnn
x 25阻のマスの中に、ひらがなの清音46文字を計14回の指導で、カタカナの清音46文
字を 11回の指導で正確に字を書くことができ、鏡文字や極端に線が曲がる文字等が改
善された O また、視知覚発達検査で、 10ヶ月の遅れがあった「形の恒常性」と「空間












































































































































目標としては、「ひらがな清音 46文字を正確に書くことができる oJ rカタカナの







大学の個別指導室において、 4月から 7月にかけて計 15回(1指導 60分)行った O
(4) 指導教材
使用した教材は、以下に示す通り、部屋分けしたマス(教材 1)、ひらがなの手本
(教材 2)、カタカナの手本(教材 3)である。部屋分けしたマスは、 1つのマスを
4つの部屋に分け、それぞれ部屋の呼び方を rAJ r BJ r CJ r D Jとした O この部屋
分けしたマスは、 3種類 (100阻x100阻、 50mrnx 50皿、 25mrnx 25凹)作成した O
また、清音 46文字のひらがなとカタカナの手本は、一画ごとに色を変え(1画目
は赤、 2画目は緑、 3画目は青、 4画目は黄)、さらに筆順の数字と運筆の方向性を







氏 名 |苧年|小 1 年(通常時~ I如何個別(1対 1) 
指導目標|① ひらがなの清音46文字を正確に書くことができる。
② カタカナの清音46文字を正確に書くことができる。
指導期間 I20∞0昨 4月""'7月 |指導回数 1 15回 |指導時間 11指導時間=60分
指導項目|① ひらがなの清音46字を正しく書くことができる。
指導段階 I A:マス(100凹 X100凹)
A1 テープで囲んだマス (100mrnX 100凹)の中に書くことができる。
A2 部屋分けしてあるマス(100阻 X100凹)に書くことができる。
A3 マス(10cmX 10cm) の中に正しく書くことができる。
B マス (50皿 X50阻)
B 1 テープで囲んだマス (50阻 X50mrn) の中に書くことができる。
B 2 部屋分けしてあるマス (50阻 X50皿)に書くことができる O
B 3 マス (50皿 X50mrn) の中に正しく書くことができる。
c マス (25凹 X25mrn)
C 1 テープで囲んだマス (25皿 X25凹)の中に書くことができる。
C 2 部屋分けしてあるマス (25mrnX25皿)に書くことができる。
C 3 マス (25阻 X25凹)の中に正しく書くことができる。
② カタカナの清音46字を書くことができる。
D マス(100皿 X100皿)
D 1 テープで囲んだマス(1 OOmrn X 1 OOmrn) の中に書くことができる。
D2 部屋分けしてあるマス(100mrnX 100mrn) に書くことができる。
D3 マス(10cmX 10cm) の中に正しく書くことができる。
E マス (50凹 X50mrn) 
E 1 テープで囲んだマス (50mrnX 50凹)の中に書くことができる。
E 2 部屋分けしてあるマス (50阻 X50mrn) に書くことができる。
E 3 マス (50mrnX 50凹)の中に正しく書くことができる。
F マス (25凹 X25mrn) 
F 1 テープで囲んだマス (25mrnX 25mrn) の中に書くことができる。
F 2 部屋分けしてあるマス (25凹 X25mrn) に書くことができる。
F 3 マス (25阻 X25阻)の中に正しく書くことができる。










できているか等を見極めた O 評価基準をみたした文字を合格とした O
-51 -


































2 3 4 
指導回数(回目)
5 指導 1回目 指導 5回目
図 1OOmm x 100mmのマス目にひらがなを
正確に書いた文字数の変化
図 2 改善されたひらがな文字
② 50mm X 50mmのマス(指導段階 B 1 '"' B 3 ) 
図 3には、ひらがなの清音46文字を50mmX 50凹のマスの中に書かせた際に、合格基
準を満たした文字数の変化を示した O また、図 4には、改善されたひらがなの文字を
示した O
50mm X 50皿のマスは、前指導段階の半分の大きさである 1回目の指導では、清音
46文字中 13文字が合格基準に達した O マスからはみ出す文字は見られなかったが、前
指導段階と比較して、鏡文字や極端に線が曲がる文字、全体のバランスがとらえられ










2 3 4 5 
指導回数(回目) 一一一一」
指導 1回目 指導 5回目











この大きさは、前指導段階のさらに半分の大きさである O25mm X 25mmのマスは、
1回目の指導では、清音46学校 1年生が通常使用するノートの大きさと同じである O






これまでとは 1回少ない 4回目の指導でひらがなの清音 46文その結果、り入れた。
字全てを正確に書くことができた O


























改善されたひらがな文字図 625mm x 25mmのマス目にひらがなを図 5
正確に書いた文字数の変化
カタカナの清音46字を正しく書くことができる(2) 
は省略。(指導段階 E 1 '"-' E 3 ) 50mmのマス(指導段階D l'"'-'D 3) 100mmのマス



































最終的には、指導 11回目でカタカナの清音 46文字全てを正確に書くことができた O


































難であった O そこで、マスを 4つの部屋にわけ、それぞれの部屋に ABCDと名前をつ
け、言葉での指示を行いやすくした。通常の小学校の指導では、 4つの部屋の名前を




とが多い O さらに、マスの大きさも 100mm→50rnm→25mmと段階的に空間を狭くしてい
った O
不合格の文字の練習では、対象児自身にも、手本から分かる文字の特徴を言語で話
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